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特集―多摩ニュータウン

これまで これからと
の多摩ニュータウン

八王子市、稲城市、多摩市、町田市にまたがる多摩丘陵に開発された多摩ニュータウン。
一歩足を踏み入れると、きれいに整備された街並みが目の前に広がります。八王子市域で
開発が始まって半世紀経ったいま、多摩ニュータウンはどのようなまちとしてつくられた
のか、これまでの歴史をたどりながら前史・開発・現状の３つの視点から振り返ります。

❖
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
誕
生

　

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
、
首

都
東
京
で
は
人
口
が
急
増
し
、
マ

イ
ホ
ー
ム
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い

都
心
の
地
価
が
急
上
昇
し
た
た

め
、
地
価
の
安
い
多
摩
丘
陵
で
は

民
間
住
宅
地
が
続
々
と
建
設
さ
れ

ま
す
。
事
業
者
が
各
々
住
宅
地
を

造
成
す
る
状
態
は
、
結
果
と
し
て

無
秩
序
な
開
発
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
乱
開
発
の
防
止
と
と
も

に
、
居
住
環
境
の
良
い
住
宅
を
大

量
に
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

国
の
施
策
と
し
て
１
９
６
５
年
に

「
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
」
が

決
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
は
他

の
都
市
部
で
も
同
様
の
問
題
に
対

処
す
る
た
め
、
郊
外
に
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
す
で
に
大
阪
で
は
「
千
里

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
事
業
が
開
始
さ

れ
て
い
て
、
由
木
地
区
か
ら
多
く

の
関
係
者
が
視
察
に
訪
れ
た
そ
う

で
す
。

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
目
指
さ

れ
た
の
は
、
多
摩
地
域
の
優
れ
た

自
然
環
境
と
調
和
す
る
住
環
境
に

加
え
、
教
育
文
化
、
商
業
な
ど
の

機
能
も
備
え
た
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
で
し
た
。

❖
２
つ
の
開
発
手
法

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
は
大

き
く
２
つ
の
手
法
が
二
刀
流
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
つ
は
新
住
宅
市
街
地
開
発
法

（
新
住
法
）
に
よ
る
新
住
宅
市
街

地
開
発
事
業
で
す
。
こ
れ
は
健
全

な
市
街
地
の
開
発
と
良
質
な
宅
地

の
供
給
を
目
的
と
し
て
、
宅
地
造

成
や
道
路
、
公
園
、
上
下
水
道
な

ど
、
都
市
の
基
盤
と
な
る
施
設
の

整
備
を
土
地
の
所
有
者
の
意
志
に

関
係
な
く
強
制
的
に
行
う
も
の
で

す
。
事
業
の
主
体
は
東
京
都
、
日

本
住
宅
公
団
（
現
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
）、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
が

そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
施
行
し
ま
し

た
。
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
面

積
１
０
０
ha
、
住
宅
戸
数
３
３
０

０
戸
、
人
口
１
２
０
０
０
人
の
１

中
学
校
区
を
基
本
的
な
単
位
と
し

た
「
住
区
」
と
呼
ば
れ
る
21
の
ブ

ロ
ッ
ク
を
形
成
。
各
住
区
に
商
業

施
設
な
ど
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

全
体
の
中
心
地
と
し
て
多
摩
セ
ン

タ
ー
駅
や
南
大
沢
駅
に
は
大
規
模

店
舗
や
大
型
文
化
施
設
、
官
公
庁

施
設
な
ど
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

全
21
住
区
の
う
ち
、
八
王
子
市
域

に
は
12
～
21
の
計
10
住
区
が
あ

り
、
１
９
７
６
年
に
鹿
島
（
17
住

区
）、
松
が
谷
（
18
住
区
）
か
ら

入
居
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
手

法
で
は
主
に
丘
の
上
に
中
・
高
層

集
合
住
宅
地
の
開
発
が
進
め
ら
れ
、

他
地
域
か
ら
新
た
な
居
住
者
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
は
土
地
区
画
整
理
法

に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
で
、

道
路
、
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
計
画
的

E
pisode
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ず
、
主
に
新
住
法
の
説
明
が
な
さ

れ
た
だ
け
。
混
乱
が
収
ま
ら
な
い

状
況
下
で
の
計
画
発
表
は
、
多
く

の
地
域
住
民
に
と
っ
て
ま
さ
に
寝

耳
に
水
の
情
報
で
し
た
。

　

特
に
若
い
世
代
は
、
こ
の
壮
大

な
計
画
に
よ
る
由
木
地
域
の
変
貌

に
ま
っ
た
く
ピ
ン
と
き
て
い
な
い

よ
う
で
し
た
。
当
時
、
高
校
生

だ
っ
た
元
鑓
水
町
会
長
の
小
泉
渉

さ
ん
は
、「
開
発
の
話
が
来
て
、

地
図
も
見
せ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、

別
に
な
ん
と
も
思
わ
な
か
っ
た
で

す
ね
。
む
し
ろ
、
新
し
い
家
に
住

め
る
っ
て
い
う
こ
と
が
楽
し
み
で

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

❖
農
家
の
選
択
と
混
乱

　

由
木
村
は
農
村
で
あ
っ
た
た

め
、
強
制
的
に
ま
ち
が
変
貌
さ
せ

ら
れ
る
中
で
、「
こ
の
地
で
農
業

を
続
け
て
い
く
か
否
か
」
と
い
う

問
い
が
多
く
の
農
家
に
突
き
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。
農
業
経
営
に
意
欲

を
も
ち
、
農
業
を
続
け
た
い
と
考

え
て
い
た
専
業
農
家
は
、
あ
え
て

開
発
に
か
か
わ
る
必
要
も
な
く
、

反
対
の
声
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。

堀
之
内
の
寺
沢
地
区
で
は
、
酪
農

を
希
望
す
る
酪
農
家
が
長
年
に
わ

❖
開
発
の
発
表
を
前
に

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想
が
発

表
さ
れ
た
前
年
の
１
９
６
４
年
、

開
発
区
域
に
あ
た
る
由
木
村
は
、

八
王
子
市
、
日
野
町
（
現
日
野
市
）

の
い
ず
れ
と
合
併
す
る
か
苛
烈
な

争
い
の
末
に
八
王
子
市
と
合
併
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
ば
か
り
。

　

市
内
で
は
１
９
６
６
年
２
月
に

地
域
ご
と
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
段
階
で

は
具
体
的
な
計
画
は
ま
だ
示
さ
れ

に
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
を
行

い
、
土
地
利
用
増
進
を
図
る
も
の

で
す
。

　

１
９
７
１
年
に
由
木
地
区
の
区

画
整
理
事
業
が
都
市
計
画
決
定
さ

れ
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
新
住

宅
市
街
地
開
発
事
業
と
は
別
に
、

旧
来
か
ら
の
集
落
地
域
の
再
開
発

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
谷や

戸と

（
浅

く
細
長
い
谷
）
と
呼
ば
れ
た
幹
線

道
路
沿
い
の
平
地
の
部
分
で
開
発

が
進
め
ら
れ
、
も
と
も
と
の
住
民

は
再
整
備
さ
れ
た
新
た
な
区
画
に

居
住
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
っ
て
反
対
運
動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
１
９
８
３
年
に
集
落

周
辺
の
４
・
４
ha
が
酪
農
集
約
区

域
と
し
て
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計

画
区
域
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
こ
の
地
域
に
は
規
模

の
小
さ
な
農
家
が
多
く
、
農
業
だ

け
で
食
べ
て
い
け
ず
に
既
に
兼
業

と
し
て
勤
め
に
出
て
い
た
家
庭
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
方
々
の

中
に
は
、
開
発
計
画
は
渡
り
に
船

だ
っ
た
と
考
え
る
方
も
い
た
よ
う

で
す
。

　

た
だ
、
土
地
の
買
収
に
よ
り
身

の
丈
に
合
わ
な
い
大
金
が
急
に

入
っ
て
人
生
を
狂
わ
さ
れ
て
し

ま
っ
た
方
が
い
た
り
、
抵
抗
を
感

じ
て
も
地
主
が
勝
手
に
土
地
を

売
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
事
態
も

発
生
す
る
な
ど
、
お
金
や
土
地
に

関
す
る
急
激
な
変
化
は
、
平
穏
な

農
村
地
帯
に
大
き
な
混
乱
を
巻
き

起
こ
し
ま
し
た
。

　居住地の区画を計画的に整理することで土地所有者

から応分の土地を提供してもらい、道路や公園などの

公共施設を整備する仕組み。市内では202haがこの事

業の対象となった。

計画総面積：約2880ha
（うち八王子市域は約
1113ha、多摩ニュータ
ウン全体の約39％）

2023年現在の多摩ニュータウン八王子市域の人口：
約86000人（高齢化率：約24％）
計画的に整備された新住区域の住宅：約26000戸
（約９割が集合住宅、約１割が戸建住宅）

八王子市全体図

土地区画整理事業のしくみ

多摩ニュータウン基礎データ

（「多摩ニュータウン」パンフレットより）

整理前 整理後

➡
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特集―多摩ニュータウン

❖
一
変
し
た
風
景

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
開
発
さ

れ
る
ま
で
、
由
木
地
区
は
の
ど
か

な
農
村
で
し
た
。「
初
め
て
お
店

に
来
た
方
に
、
こ
ん
な
田
舎
に
店

が
あ
る
の
か
っ
て
び
っ
く
り
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
語
る

の
は
、
１
９
２
１
年
か
ら
松
木
で

鯉
の
養
殖
業
を
営
む
、
吉
田
観
賞

魚
販
売
株
式
会
社
３
代
目
社
長
の

吉
田
俊
一
さ
ん
（「
は
ち
と
ぴ
」

48
号
参
照
）。
開
発
前
、
現
在
の

店
舗
の
辺
り
に
は
店
が
ぽ
つ
ん
と

あ
る
状
態
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
農
村
地
帯
に
も
開
発
の

手
が
入
る
と
、
様
子
は
一
変
し
ま

す
。「
開
発
の
と
き
は
蝉
が
鳴
か

な
い
年
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
の

年
の
春
は
、
窓
を
開
け
る
と
土
埃

が
入
っ
て
大
変
で
し
た
よ
」
と
い

う
言
葉
か
ら
開
発
の
大
き
さ
が
窺

え
ま
す
。

　

そ
の
様
子
を
当
時
中
央
大
学
の

学
生
と
し
て
目
に
し
て
い
た
の
は

炭
谷
晃
男
さ
ん
。

　
「
最
初
は
周
り
が
緑
の
山
に
囲

ま
れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
時
間
が

経
つ
に
つ
れ
て
ポ
ツ
ポ
ツ
と
光
が

灯
っ
て
き
て
。
松
木
辺
り
は
ひ
な

壇
の
よ
う
に
だ
ん
だ
ん
と
造
成
さ

れ
て
い
く
の
が
分
か
る
ん
で
す
」

と
、
の
ど
か
な
農
村
風
景
が
短
期

間
で
一
変
し
て
い
っ
た
様
子
を
振

り
返
り
ま
す
。

❖
変
わ
ら
な
い
も
の

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
後
、

農
業
を
生
業
と
し
て
い
た
人
た
ち

が
地
元
で
別
の
商
売
を
始
め
る
な

ど
、
人
び
と
の
生
活
は
大
き
く
変

貌
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

場
所
に
よ
っ
て
開
発
の
手
法
は

異
な
り
、
た
と
え
ば
別
所
地
域
で

は
住
民
が
集
団
移
転
を
し
て
、
そ

の
間
に
造
成
や
区
画
整
理
を
行

い
、
開
発
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
や
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

に
際
し
て
、「
従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
活
か
し
た
も
の
に
し
た

い
」
と
腐
心
し
た
の
が
別
所
の
萩

生
田
富
司
さ
ん
で
す
。
た
だ
事
業

者
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
開
発
さ

れ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
反
対
す

る
方
に
も
真
摯
に
目
を
配
り
な
が

ら
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

開
発
の
際
は
道
路
や
河
川
の
改

修
の
ほ
か
に
、
上
下
水
道
や
都
市

ガ
ス
な
ど
も
次
々
と
敷
設
さ
れ
、

年

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
ま
つ
わ
る
出
来
事

１
９
６
４

由
木
村
が
八
王
子
市
と
合
併

１
９
６
５

新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
の
都
市
計
画
決
定

１
９
７
１

由
木
土
地
区
画
整
理
事
業
の
都
市
計
画
決
定

１
９
７
２

小
泉
家
屋
敷
が
東
京
都
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る

１
９
７
６

鹿
島
・
松
が
谷
地
区
（
17
・
18
住
区
）
入
居
開
始

１
９
７
８

中
央
大
学
多
摩
校
舎
移
転
開
校

１
９
８
３

南
大
沢
地
区
（
14
住
区
）
入
居
開
始

１
９
８
８

京
王
相
模
原
線
が
南
大
沢
駅
ま
で
開
業

１
９
８
９

南
大
沢
地
区
（
15
住
区
）
入
居
開
始

１
９
９
０

由
木
東
事
務
所
開
所
（
由
木
東
市
民
セ
ン
タ
ー
併
設
）

京
王
相
模
原
線
南
大
沢
駅
～
橋
本
駅
間
開
業

堀
之
内
・
別
所
地
区
（
12
住
区
）
入
居
開
始

１
９
９
１

東
京
都
立
大
学
移
転
開
校

１
９
９
２

南
大
沢
・
下
柚
木
地
区
（
20
住
区
）
入
居
開
始

１
９
９
３

松
木
地
区
（
13
住
区
）
入
居
開
始

長
池
見
附
橋
竣
工

１
９
９
４

上
柚
木
地
区
（
21
住
区
）
入
居
開
始

１
９
９
６

フ
レ
ス
コ
南
大
沢
開
設

南
大
沢
事
務
所
開
所

１
９
９
８

鑓
水
地
区
（
16
住
区
）
入
居
開
始

２
０
０
０

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
全
線
開
業

（
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
～
上
北
台
駅
）

２
０
０
６

公
的
機
関
に
よ
る
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
終
了

２
０
０
７

越
野
・
堀
之
内
地
区
（
19
住
区
）
入
居
開
始

２
０
０
９

南
大
沢
警
察
署
開
署

２
０
１
９

八
王
子
市
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま
ち
づ
く
り
方
針
策
定

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
年
表

E
pisode

2

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
の
風
景

◀�

毎
年
春
と
秋
に
開
催
さ
れ
る
自
然
観
察
会

（
石
黒
富
江
氏
提
供
）

◀�

周
囲
が
開
発
さ
れ
る
前
の
吉
田
観
賞
魚
店

（
吉
田
観
賞
魚
販
売
株
式
会
社
提
供
）
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よ
り
快
適
な
近
代
都
市
が
形
成
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
多
摩
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
内
で
は
そ
こ
か
し
こ
に
歩
行

者
専
用
道
路
が
設
け
ら
れ
、
歩
車

分
離
が
き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
谷
戸
の
多
い
由
木
地
区

で
は
大
量
の
土
砂
を
流
入
し
、
よ

り
平
坦
な
土
地
に
変
え
て
い
く
工

夫
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
住

宅
都
市
・
整
備
公
団
（
現
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構
）
に
勤
務
し
て
い
た
風
野

康
男
さ
ん
は
、
平
坦
な
土
地
に
す

る
た
め
の
高
盛
土
へ
の
住
民
の
不

安
を
払
拭
す
る
た
め
、
各
所
に
出

向
い
て
模
式
図
を
書
き
な
が
ら
説

明
し
て
回
り
ま
し
た
。

　

由
木
地
区
に
赴
く
度
に
風
野
さ

ん
は
「
ど
こ
の
出
身
？
」「
ま
ぁ

酒
で
も
飲
ん
で
け
」
な
ど
と
よ
く

声
を
か
け
ら
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
当
時
は
昔
な
が
ら
の
人
情
味

の
あ
る
村
の
雰
囲
気
が
随
所
に

残
っ
て
い
ま
し
た
。

❖
商
業
地
域
の
発
達

　

各
住
区
内
に
は
商
店
街
が
で

き
、
自
宅
近
く
で
買
い
物
が
で
き

る
環
境
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
南
大
沢
駅
に
は
核
と
な
る
大

規
模
商
業
施
設
が
立
地
。
幹
線
道

路
沿
い
に
は
チ
ェ
ー
ン
店
が
進
出

す
る
な
ど
、
区
域
内
は
一
気
に
に

ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
そ
り
ゃ
あ
、
完
全
に
プ
ラ
ス

の
影
響
で
す
よ
」
と
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
開
発
に
よ
る
地
域
の
影
響

を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
語
る
の
は
、
上

柚
木
で
町
会
長
を
務
め
る
高
麗
茂

樹
さ
ん
。「
電
車
も
通
っ
て
、
大

規
模
店
や
ス
ー
パ
ー
ま
で
で
き
た

し
ね
。
近
く
に
消
費
地
が
で
き

て
、
採
れ
た
て
の
野
菜
を
納
入
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
地

域
か
ら
少
し
外
れ
た
上
柚
木
地
域

で
農
業
を
続
け
る
高
麗
さ
ん
は
、

近
く
に
巨
大
な
消
費
地
が
で
き
、

商
業
施
設
や
公
共
施
設
が
続
々
と

で
き
る
こ
と
で
、
生
活
が
ど
ん
ど

ん
便
利
に
な
っ
て
い
く
の
を
実
感

し
て
い
ま
し
た
。

❖
多
摩
丘
陵
の
自
然
を�

�
守
る
会

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
は
１

９
７
０
年
に
策
定
さ
れ
た
「
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
公
園
緑
地
計
画
」

に
基
づ
い
て
公
園
が
整
備
さ
れ
、

住
区
面
積
の
30
％
以
上
を
緑
と

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
確
保
す
る

こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

い
ま
で
も
蓮
生
寺
公
園
や
長
池
公

園
に
は
、
か
つ
て
の
多
摩
丘
陵
の

植
生
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
開
発
に
あ
た
っ

て
、
自
然
保
護
を
謳
う
さ
ま
ざ
ま

な
市
民
団
体
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
１
つ
が
１
９
８
２
年
に
発
足

し
た
「
多
摩
丘
陵
の
自
然
を
守
る

会
」
で
す
（
発
足
当
時
は
「
南
陽

台
の
自
然
を
守
る
会
」、
１
９
８

５
年
に
名
称
変
更
）。
前
年
に
南

陽
台
団
地
を
囲
む
雑
木
林
を
保
存

す
る
た
め
に
有
志
が
集
っ
て
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
南
陽
台
に
と
ど
ま
ら

ず
、
特
に
開
発
が
進
ん
で
い
た
多

摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区
域
で
の
緑
地

の
保
全
策
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。
た
と
え
ば
市
内
で
初
め
て
と

な
る
東
京
都
の
緑
地
保
全
地
域
と

し
て
指
定
さ
れ
た
八
王
子
東
中
野

緑
地
保
全
地
域
や
宮み

や

嶽た
け

谷
戸
の
堀

之
内
里
山
保
全
地
域
、
殿
ヶ
谷
戸

地
区
の
由
木
め
ぐ
み
野
緑
地
の
保

全
に
結
び
つ
け
る
な
ど
、
開
発
に

よ
る
緑
の
減
少
を
抑
え
る
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
発
か
ら
守
る
た
め
の

カ
タ
ク
リ
の
移
植
、
自
然
観
察
会

で
の
継
続
的
な
動
植
物
の
生
息
観

察
な
ど
、
現
在
も
地
域
に
根
を

張
っ
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
団
体
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
い
ま
も
地
域
の
緑
は
守
ら
れ

て
い
ま
す
。

▶�

都
立
大
学
建
設
予
定
地
周
辺
の
開
発
の

様
子
（
１
９
８
６
年
、
石
黒
富
江
氏
提

供
）

◀�

毎
年
春
と
秋
に
開
催
さ
れ
る
自
然
観
察
会

（
石
黒
富
江
氏
提
供
）

▶�

「
多
摩
丘
陵
の
自
然
を
守
る
会
」

が
発
行
し
て
い
る
会
報

◀�

松
木
地
域
の
区
画
整
理
の
様
子�

�

（
１
９
８
５
年
、
石
黒
富
江
氏
提
供
）
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特集―多摩ニュータウン

❖
少
子
高
齢
化
を
前
に

　

開
発
前
に
６
千
人
余
り
だ
っ
た

由
木
地
区
の
人
口
は
、
50
年
を
経

た
現
在
で
は
10
万
人
以
上
に
も
膨

れ
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
半
世

紀
近
く
進
め
ら
れ
て
き
た
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
は
、
現
在

ほ
ぼ
完
成
し
、
東
京
都
の
再
生
事

業
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

別
所
の
萩
生
田
富
司
さ
ん
は

「
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
当
時
の

若
い
人
の
住
ま
い
を
確
保
す
る

た
め
に
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
地
元
の
人
の
犠
牲
の
上
に
成

り
立
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
結
果
と
し
て
多
く
の
人
の
暮

ら
し
の
安
定
に
つ
な
が
っ
た
の
は

良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
、
事
業
全
体
を
肯
定
的
に

と
ら
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
「
新

陳
代
謝
は
必
要
で
し
ょ
う
ね
」
と

今
後
の
懸
念
も
示
し
ま
す
。

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
地

域
ご
と
で
一
時
期
に
一
気
に
入
居

が
進
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
各
所

で
世
代
層
の
偏
り
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
八
王
子
市
平
均
よ
り
も
高

齢
化
率
は
低
い
の
で
す
が
、
今
後

加
速
度
的
に
高
齢
化
が
進
む
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に
開
発
初

期
に
入
居
さ
れ
た
地
域
で
は
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
傾
向
が

如
実
に
表
れ
始
め
て
い
ま
す
。

❖
新
旧
住
民
の
隔
た
り

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区
域
内
の

方
と
元
々
住
ん
で
い
る
方
と
の
交

流
も
課
題
の
１
つ
で
す
。

　
「
旧
住
民
」
と
呼
ば
れ
る
昔
か

ら
こ
の
地
域
に
住
む
方
は
「
昔
な

が
ら
の
濃
い
人
間
関
係
」
に
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
新
し

く
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
暮
ら

す
「
新
住
民
」
と
呼
ば
れ
る
方

は
「
ほ
ど
良
い
距
離
感
」
を
好
ま

し
く
思
っ
て
い
る
と
い
う
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
す
。
鑓
水
の
小
泉
渉

さ
ん
や
上
柚
木
の
高
麗
茂
樹
さ
ん

は
、「
新
住
民
」
の
方
を
お
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
誘
っ
て
も
、

な
か
な
か
参
加
し
て
く
れ
な
い
状

況
を
嘆
き
ま
す
。

　

高
麗
さ
ん
は
「
昔
、
こ
の
辺
は

不
便
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ど
ん
な

と
き
で
も
み
ん
な
で
助
け
合
う
結ゆ

い

の
付
き
合
い
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど

ね
。
今
じ
ゃ
誘
っ
て
も
仕
事
で
行

け
な
い
か
ら
っ
て
理
由
で
断
ら
れ

て
し
ま
っ
て
」
と
語
り
ま
す
。

　

市
政
世
論
調
査
で
も
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
含
む
市
東
部
地

域
の
住
民
は
、
八
王
子
市
全
域
と

比
較
し
て
、
隣
近
所
や
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
希
薄
だ
と
感
じ
て
い

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

❖
施
設
の
老
朽
化

　

開
発
の
最
中
に
は
次
々
と
商
業

施
設
が
で
き
た
の
で
す
が
、
か
つ

て
南
大
沢
駅
の
中
心
部
に
あ
っ
た

そ
ご
う
な
ど
の
大
規
模
商
業
施
設

は
次
々
と
閉
店
し
、
並
行
し
て

「
住
区
」
内
で
日
常
生
活
の
買
い

物
の
場
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
た
商
店
街
も
衰
退
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
住
居
と
し
て
の
建
物
も

老
朽
化
や
建
て
替
え
の
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
ま
す
。
早
く
に
建
築

さ
れ
た
団
地
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
い
ず
れ

に
せ
よ
近
い
将
来
の
改
修
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
大
規
模
開
発
事
業

ゆ
え
の
マ
イ
ナ
ス
の
面
も
徐
々
に

出
始
め
て
い
ま
す
。

❖
再
生
事
業
の
困
難

　

こ
う
し
た
課
題
は
全
国
的
な

も
の
で
も
あ
り
ま
す
が
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
事
業
の
難
し

さ
は
、「
住
宅
地
」
を
目
的
と
し

て
開
発
さ
れ
た
た
め
に
目
的
外
の

用
途
指
定
が
認
め
ら
れ
ず
、
安
易

に
商
業
地
や
工
場
を
誘
致
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
集
合
住

宅
の
改
修
も
住
民
の
合
意
が
な
い

と
で
き
ず
、
す
ぐ
に
取
り
か
か
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
じ
姿
か
た
ち
の

「
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
を
維
持

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
見
方

も
あ
り
ま
す
。
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
内
の
大
学
で
教
員
を
務
め
、
地

域
住
民
と
な
っ
た
炭
谷
晃
男
さ
ん

は
、「
た
だ
単
に
前
と
同
じ
も
の

に
修
復
す
る
の
で
な
く
、
こ
れ
か

ら
は
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

つ
く
り
替
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

E
pisode

3

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
い
ま

昔から多摩ニュータウン区域
内で行われている夏祭りの例

▲
▶�

大
塚
八
幡
神
社
祭
礼
の
よ
う
す

（
清
水
琴
美
氏
撮
影
）

毎
年
９
月
の
第
１
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
て
い
る
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今
回
の
取
材
を
通
し
て
気
づ
い
た
の
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
開
発
当
時
を
知
る
人
が
次
第
に
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
紛
れ
も
な
い
事
実
で
し
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
で

は
あ
る
の
で
す
が
、
由
木
地
区
で
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開

発
の
歴
史
も
い
ず
れ
貴
重
な
証
言
と
な
る
こ
と
に
思
い
至
り

ま
し
た
。

　
そ
し
て
半
世
紀
の
歴
史
を
迎
え
た
い
ま
も
「
隣
は
何
を
す

る
人
ぞ
」
で
、
隣
近
所
の
つ
な
が
り
が
希
薄
だ
っ
た
り
、
新

旧
住
民
の
間
に
高
い
壁
が
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
由
木

地
区
に
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
と
開
発
の
影

響
を
受
け
な
か
っ
た
人
と
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て

も
開
発
手
法
が
大
き
く
異
な
る
た
め
に
、
直
面
し
て
き
た
課
題
が
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
、
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
俯
瞰
し
て
見
る
と
、
少
子
高
齢
化
や
施
設
の
改
修
問
題
な
ど

は
、
地
域
か
か
わ
り
な
く
共
通
の
課
題
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
個
人
の
力
よ
り
も
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
だ
ほ
う
が
よ
り
大
き
な
力
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
そ
の
ヒ
ン
ト
の
１
つ
に
下
柚
木
で
開
発
の
様
子
を
み
て
き
た
内
田
實
さ

ん
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
口
を
揃
え
て
、「
新
旧
住

民
の
交
流
は
難
し
い
」
と
答
え
て
い
た
中
で
、
内
田
さ
ん
は
「
特
に
そ
の

壁
を
感
じ
た
こ
と
が
な
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
「
新
旧
か
か

わ
り
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
、
グ
ル
ー
プ
と
の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
き
た

か
ら
」
と
の
こ
と
。
内
田
さ
ん
の
自
宅
は
、
大
き
な
開
発
と
は
外
れ
た
場

所
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
区
画
整
理
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
急
激
な
開
発
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
来
歴
を
も
っ
た
人
が
居
住
す
る
地

域
だ
か
ら
こ
そ
、
固
定
観
念
を
も
た
ず
に
つ
な
が
り
を
も
ち
さ
え
す
れ

ば
、
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
、
課
題
を
解
決
す
る
契
機
と
な
り
得
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
実
験
地
と
し
て
、
数
々
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
開
発
が
進

め
ら
れ
た
「
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
の
〝
こ
れ
か
ら
〟
の
可
能
性
は
そ
こ

に
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

❖
つ
な
が
り
を
つ
く
る

　

炭
谷
さ
ん
は
、
別
所
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
住
民
と
し
て
生
活
す
る
中

で
、
そ
の
開
発
を
好
意
的
に
受
け

止
め
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
次
第

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
少

な
い
と
い
う
認
識
を
も
つ
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
地
元
の
さ
ま

ざ
ま
な
組
織
に
か
か
わ
る
中
で
、

現
在
は
地
域
と
つ
な
が
り
な
が

ら
、
さ
ら
に
新
し
く
自
治
会
を
つ

く
ろ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
区
域
内
は
、

集
合
住
宅
の
管
理
組
合
が
多
く
、

あ
る
意
味
ド
ラ
イ
な
関
係
を
求
め

て
住
み
始
め
た
住
民
の
方
々
も
多

い
そ
う
で
す
。
け
れ
ど
も
近
隣
で

起
き
た
空
き
巣
事
件
を
き
っ
か
け

に
、
自
然
と
有
志
で
対
策
を
協
議

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
か
。

　

数
々
の
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
長
く
住
み

続
け
る
中
で
、
自
然
と
自
ら
が
暮

ら
す
「
ま
ち
」
を
意
識
し
て
い
く

人
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
方
々
が
生
み
出
す
新
た
な

「
つ
な
が
り
」
が
、
半
世
紀
を
経

て
そ
こ
か
し
こ
に
表
れ
て
き
て
い

ま
す
。

　

吉
田
俊
一
さ
ん
が
始
め
た
「
大

栗
川
キ
ャ
ン
ド
ル
リ
バ
ー
」
も
、

き
っ
か
け
は
新
旧
住
民
が
あ
い
さ

つ
を
気
軽
に
で
き
る
よ
う
な
場

に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
し
た

（「
は
ち
と
ぴ
」
32
号
参
照
）。
吉

田
さ
ん
は
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

に
は
「
地
域
の
歴
史
」
こ
そ
が
柱

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
育
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
、
こ
こ
を
ふ
る
さ
と

と
感
じ
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
。

新
住
民
・
旧
住
民
か
か
わ
り
な

く
、〝
由
木
〟
と
い
う
言
葉
で
ま

と
ま
れ
る
よ
う
に
、
由
木
地
区
の

成
り
立
ち
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
」

よ
う
に
思
う
ん
で
す
」
と
提
言

し
、
単
な
る
改
修
で
は
、
結
局
ま

た
同
じ
問
題
が
起
こ
っ
て
し
ま
う

と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

❖
住
民
同
士
の
交
流

　

新
た
な
住
民
同
士
の
交
流
を
生

み
出
そ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る

方
々
も
い
ま
す
。
た
と
え
ば
長
池

公
園
を
拠
点
に
活
動
し
て
き
た

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
長
池
」
は

そ
の
１
つ
。「
手
作
り
を
旨
と
す

る
年
に
１
度
の
大
宴
会
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
る

「
ぽ
ん
ぽ
こ
祭
り
」
は
、
広
く
住
民

の
出
店
を
歓
迎
し
て
、
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
き
ま
し
た
。

取材を終えて

▲
◀�

い
ず
み
ラ
ン
♪
ラ
ン
♪
フ
ェ
ス
タ

の
よ
う
す
（
清
水
琴
美
氏
撮
影
）

「
子
育
て
広
場
い
ず
み
」
で
毎
月

第
３
水
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る

多世代交流イベントの新たな
取り組みの例



8

特集―多摩ニュータウン

八
王
子
市
天
然
記
念
物
、
大
塚
神
明
社
の
イ

チ
ョ
ウ
が
あ
る
小
さ
な
公
園
。

【
ア
ク
セ
ス
】
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
「
大
塚
・

帝
京
大
学
」
駅
下
車
、
徒
歩
約
10
分

私
有
地
を
一
般
開
放
し
た
東
屋
の
休
憩
所
。

隣
に
天
野
薬
師
が
あ
る
。

【
ア
ク
セ
ス
】「
天
野
」
バ
ス
停
下
車
、
徒
歩

約
５
分

公
園
中
央
の
小
高
い
丘
か
ら
真
新
し
い
住
宅

街
や
遠
く
の
山
並
み
を
見
渡
せ
る
。

【
ア
ク
セ
ス
】「
見
晴
ら
し
台
前
」
バ
ス
停
下

車
、
徒
歩
約
２
分

由
木
地
区
最
大
級
の
原
っ
ぱ
の
あ
る
公
園
。

桜
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

【
ア
ク
セ
ス
】「
富
士
見
橋
」
バ
ス
停
下
車
、

徒
歩
約
２
分

住宅が建ち並び、都会的なイメージのある多摩ニュータウンですが、実は緑
地も計画的に整備されていて、いつでもどこでものんびり休むことのできる
おすすめスポットがたくさんあります。そのなかでも有名どころ、穴場を織
り交ぜた公園や休憩所を編集部がセレクト。あなたも「はちとぴ」を手に、
多摩ニュータウンでゆったりとした時を過ごしてみませんか。

堀
之
内
沖
ノ
谷
戸

公
園

富
士
見
台
公
園

梶
川
緑
地

西
の
つ
つ
じ
が
丘

お
休
み
処

まュ

た二


